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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ  
国内バランス２０ 

 

愛称：夢列島２０ 

 
 

第22期（決算日：2023年２月27日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ 国内バランス２０」

は、去る２月27日に第22期の決算を行いました。ここ

に謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／資産複合 

信 託 期 間 無期限（2001年２月28日設定） 

運 用 方 針 

日本株式マザーファンド受益証券に信託財産の純

資産総額の20％程度を投資します。組入資産の価格

変動に伴う投資比率の見直しは、原則として月１回

行うものとし、株式への実質投資比率を20％±２％

程度の範囲内とします。残りの部分は、日本債券マ

ザーファンド受益証券および日本短期債券マザー

ファンド受益証券へ投資します。これら２本のマ

ザーファンド受益証券間の投資比率については、金

利情勢等を勘案して機動的に変動させます。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 

フ ァ ン ド 

日本株式マザーファンド受益証券、日

本債券マザーファンド受益証券およ

び日本短期債券マザーファンド受益

証券を主要投資対象とします。このほ

か、当ファンドで直接投資することが

あります。 

日 本 株 式 

マザーファンド 
わが国の株式を主要投資対象とします。 

日 本 債 券 

マザーファンド 

わが国の公社債を主要投資対象とし

ます。 

日本短期債券 

マザーファンド 

わが国の公社債・金融商品を主要投資

対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 

フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合は信託財産の

純資産総額の30％以下とします。 

外貨建資産への投資は行いません。 

日 本 株 式 

マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

日 本 債 券 

マザーファンド 
外貨建資産への投資は行いません。 

日本短期債券 

マザーファンド 
外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を

含みます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額

は、基準価額水準、市況動向等を勘案して、委託会

社が決定します。ただし、分配対象収益が少額の場

合には、分配を行わないことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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三菱ＵＦＪ 国内バランス２０

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

18期(2019年２月27日) 10,661 0 △3.0 20.0 － 76.0 － 2,889 

19期(2020年２月27日) 10,714 100 1.4 18.3 － 78.3 － 2,566 

20期(2021年３月１日) 10,919 300 4.7 20.3 － 75.8 － 2,360 

21期(2022年２月28日) 10,736 0 △1.7 19.1 － 78.4 － 2,177 

22期(2023年２月27日) 10,454 0 △2.6 19.5 － 77.4 － 2,028 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載

しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 国内バランス２０

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2022年２月28日 10,736 － 19.1 － 78.4 － 

３月末 10,800 0.6 20.3 － 76.6 － 

４月末 10,700 △0.3 18.9 － 77.8 － 

５月末 10,684 △0.5 19.7 － 76.8 － 

６月末 10,509 △2.1 18.8 － 78.1 － 

７月末 10,635 △0.9 20.3 － 77.1 － 

８月末 10,652 △0.8 20.0 － 77.0 － 

９月末 10,408 △3.1 18.3 － 78.0 － 

10月末 10,528 △1.9 20.6 － 76.6 － 

11月末 10,555 △1.7 20.4 － 76.8 － 

12月末 10,326 △3.8 18.6 － 77.8 － 

2023年１月末 10,412 △3.0 20.3 － 76.7 － 

(期  末)       

2023年２月27日 10,454 △2.6 19.5 － 77.4 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載

しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 国内バランス２０

運用経過
第22期：2022年３月１日～2023年２月27日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 2 2 期 首 10,736円
第 2 2 期 末 10,454円
既払分配金 0円
騰 落 率 －2.6％

三菱ＵＦＪ 国内バランス２０

― 3 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_954265.indd   302_コメント-費用-TER_10pt_954265.indd   3 2023/04/06   12:39:262023/04/06   12:39:26



2

三菱ＵＦＪ 国内バランス２０

基準価額の変動要因の内訳は以下の通りです。
内訳
日本株式マザーファンド 1.3％程度
日本債券マザーファンド △2.6％程度
日本短期債券マザーファンド △0.0％程度
その他（信託報酬等） △1.3％程度

基準価額の主な変動要因

基準価額は期間の初めに比べ2.6％の下落となりました。
基準価額の動き

国内株式の上昇がプラスに寄与しました。期間の初めから2022
年末にかけては、各国中央銀行の急速な金融引き締めによる世界
景気後退リスクや原材料高騰に伴う業績悪化懸念等を背景に不安
定な相場が続きました。2023年初から期間末にかけては、米利
上げ打ち止めや世界景気の先行きへの懸念後退など市場で楽観
ムードが広がるなか、国内の新型コロナウイルス対策緩和による
経済再開期待や円安・米ドル高に伴う業績押し上げ効果等も支援
材料となり、株価が持ち直しました。

国内債券の下落がマイナスに影響しました。期間の初め以降はコ
ロナ禍の供給網混乱やロシア・ウクライナ紛争に伴う商品市況高
騰等を背景に各国中央銀行が金融引き締めに踏み切る一方、日銀
は金融緩和政策を維持しました。しかしながら、長短金利操作の
対象外である超長期国債は海外金利上昇を受けて利回りが上昇し
ました。2022年12月には日銀が市場機能改善を目的に長短金利
操作の許容変動幅を拡大したことで、長期・超長期国債を中心に
利回りが上昇しました。

上昇要因

下落要因

三菱ＵＦＪ 国内バランス２０
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三菱ＵＦＪ 国内バランス２０

第22期：2022年３月１日～2023年２月27日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期間の初めから2022年８月中旬にかけて、
新型コロナウイルスのワクチン接種普及
などによる経済正常化への期待や、イン
フレへの過度な警戒感が一服したこと、
堅調な国内企業の決算などを背景に上昇
基調で推移しました。
８月下旬から期間末にかけては、米国の
インフレ動向や金融政策の見通し、グ
ローバルでの景況感に大きく左右され、
一進一退の展開となりました。

  国内債券市況
国内金利は上昇しました。
国内金利は、米国金利が上昇したことや
日銀が2022年12月の金融政策決定会合

において長期金利の変動幅を拡大したこ
となどから上昇しました。

  国内短期債券市況
国内２年金利は小幅に上昇、一般債の国
債とのスプレッド（利回り格差）は拡大
しました。
国内２年金利は、海外金利の上昇や、日
銀の政策変更に対する思惑などから2023
年１月中旬にかけて上昇しました。その
後期間末にかけては低下しましたが、期
間を通じてみると小幅に上昇して終えま
した。
一般債の国債とのスプレッドは、国内金
利の変動幅が大きくなる中、拡大しまし
た。

三菱ＵＦＪ 国内バランス２０
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三菱ＵＦＪ 国内バランス２０

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ 国内バランス２０
わが国の株式・債券を実質的な主要投資
対象とし、分散投資を行うことにより、
安定した収益の確保をめざしました。原
則として各資産への実質投資比率は、国
内株式20％、国内債券80％程度とします。
株式の資産配分比率は運用の基本方針程
度の水準を維持しました。残りの債券運
用については、期間を通して日本債券マ
ザーファンドと日本短期債券マザーファ
ンドの比率を概ね85％：15％となるよう
維持しました。

  日本株式マザーファンド
銘柄選択にあたっては、主として企業の
利益成長性に着目するとともに、業績動
向やバリュエーション等の観点で割安と
判断した銘柄を中心に投資しました。
組入銘柄数は概ね79～86銘柄程度で推移
させました。ファンダメンタルズの変化
や新規投資候補銘柄との相対比較等を勘
案し、適宜銘柄入替を行いました。
当期間は、中長期的な業績成長が期待さ
れる「いすゞ自動車」、「ＡＧＣ」など18
銘柄を新規に組み入れました。一方、業
績動向や株価水準などを考慮し「トヨタ
自動車」、「豊田自動織機」など19銘柄を
全株売却しました。

  日本債券マザーファンド
ファンド全体のデュレーション（平均回
収期間や金利感応度）については中立を
基本に調整しました。年限別構成につい
ては、中期ゾーンのアンダーウェイト・
超長期ゾーンのオーバーウェイトを基本
に調整しました。
債券種別構成については、日銀による社
債買入オペや投資家の資金余剰感を背景
とした需給関係から、一般債のスプレッ
ド（利回り格差）は横ばい圏で推移する
と判断し、相対的にスプレッド妙味のあ
る事業債、円建外債および資産担保証券
（ＡＢＳ）のオーバーウェイト、スプ
レッド妙味の乏しい地方債および政府保
証債のアンダーウェイトを維持しました。

  日本短期債券マザーファンド
組入比率
期間を通じて高位組み入れを維持しまし
た。
債券種別構成
国内金利の低位安定推移を見込み、利回
り向上の観点から一般債をオーバーウェ
イトとしました。
デュレーション
日銀の金融緩和政策継続から中短期金利
は低位で推移と想定し、期間の初めから
2022年12月上旬まではデュレーション

三菱ＵＦＪ 国内バランス２０
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三菱ＵＦＪ 国内バランス２０

当該投資信託のベンチマークとの差異について

当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

をベンチマーク並みで調整しましたが、
12月中旬にベンチマーク並みから短めに
変更しました。

残存期間構成
利回り向上の観点から中期ゾーンをオー
バーウェイトとしました。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第22期
2022年３月１日～2023年２月27日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 1,825

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ 国内バランス２０

― 7 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_954265.indd   702_コメント-費用-TER_10pt_954265.indd   7 2023/04/06   12:39:282023/04/06   12:39:28



9

三菱ＵＦＪ 国内バランス２０

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ 国内バランス２０
引き続き、株式の資産配分比率は運用の
基本方針程度の水準を維持します。残り
の債券運用部分については、市場環境な
どを踏まえ機動的な運用を行ってまいり
ます。

  日本株式マザーファンド
株式の組入比率は、運用の基本方針にし
たがい、引き続き高水準を維持する方針
です。
企業の収益性、成長性、安定性などに着
目し、ボトムアップ・アプローチにより、
厳選した銘柄への投資を引き続き行いま
す。銘柄選定にあたっては、（1）新しい
技術開発、（2）新興国向け事業の競争力、
（3）企業買収や事業売却および戦略的投
資の動向、などに注目しています。株価
変動によるバリュエーションの水準、中
長期的な成長性や事業リスク、流動性な
どを考慮しながら組入比率の調整や新規
銘柄への入れ替えを検討していく方針で
す。
国内株式市況は、米国の金融政策や景況
感に左右される神経質な展開を想定しま
す。米国のインフレ動向とそれに対応し
た金融政策の方向性については、金融市
場に与える影響が大きいため慎重に動向
を見極める必要があると考えています。

一方、国内に関してはコロナ禍からの正
常化による消費の回復などが国内企業業
績への追い風として期待できると考えて
おり、企業決算や面談などを通じて業績
成長の期待される銘柄を選別していく方
針です。

  日本債券マザーファンド
安定した利子収益確保をめざし、債券組
入比率は引き続き高位を維持する方針で
す。
ファンド全体のデュレーション（平均回
収期間や金利感応度）は、当面ベンチ
マーク対比中立を基本に機動的にリスク
度合いを調整する方針です。
債券種別構成は、事業債、円建外債およ
び資産担保証券（ＡＢＳ）について、ベ
ンチマーク対比多めの保有を維持する方
針です。

  日本短期債券マザーファンド
安定した利子収益確保をめざし、債券組
入比率は引き続き高位に維持する方針で
す。
国内景気は資源高の影響などを受けつつ
も、新型コロナウイルス感染症抑制と経
済活動の両立が進むもとで持ち直してい
ます。輸出や生産は、供給制約の影響が
和らぐもとで基調として増加しています。

三菱ＵＦＪ 国内バランス２０
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また、個人消費も、新型コロナウイルス
感染症の影響を受けつつも緩やかに増加
しています。しかしながら、海外の経
済・物価情勢など懸念材料も多く、地政
学リスクや資源価格の問題もあり景気先
行きの不確実性は依然として高いものと
思われます。国内債券相場は、日銀の金
融政策や物価・為替動向を睨んで神経質

な展開を予想します。国内事業債のスプ
レッド（利回り格差）についてはもみ合
いでの推移になるものと思われます。
こうしたなか、債券種別構成は流動性や
銘柄分散に留意しつつ、国債対比で利回
りの高い一般債の組入比率をベンチマー
ク比高めに維持します。

三菱ＵＦＪ 国内バランス２０
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2022年３月１日～2023年２月27日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 127 1.207 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 60) (0.570) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 60) (0.570) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (  7) (0.066) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 1  0.012  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (  1) (0.012) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.003  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (  0) (0.000) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (  0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 128  1.222  

期中の平均基準価額は、10,563円です。

三菱ＵＦＪ 国内バランス２０
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.21％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
0.57％

運用管理費用（投信会社）
0.57％総経費率

1.21％

その他費用
0.00％

運用管理費用（受託会社）
0.07％

三菱ＵＦＪ 国内バランス２０
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三菱ＵＦＪ 国内バランス２０

○売買及び取引の状況 (2022年３月１日～2023年２月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本株式マザーファンド 17,742 77,817 28,907 132,040 

日本短期債券マザーファンド 18,571 20,847 35,429 39,767 
日本債券マザーファンド 103,008 147,928 132,359 190,229 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年３月１日～2023年２月27日) 

 

項 目 
当 期 

日本株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 2,108,488千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,556,396千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.82   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年３月１日～2023年２月27日) 

 

＜三菱ＵＦＪ 国内バランス２０＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本株式マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 975 262 26.9 1,132 174 15.4 

平均保有割合 16.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜日本短期債券マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ 国内バランス２０

＜日本債券マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 3,716 919 24.7 2,981 739 24.8 

平均保有割合 16.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

（注） 公社債には現先などによるものを含みません。 

 

 

＜日本株式マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 5 15 115 

 
 
 

＜日本短期債券マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
公社債 101 － 200 

 
 
 

＜日本債券マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
公社債 99 － 298 

 
 
 

 

＜日本株式マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 0.41118 

 
 
 

＜日本債券マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
公社債 100 

 
 
 
  

利害関係人の発行する有価証券等 
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三菱ＵＦＪ 国内バランス２０

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 246千円 
うち利害関係人への支払額（B） 54千円 

（B）／（A） 22.1％   
 
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、三菱ＨＣキャピタル、アコム、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ
証券です。 

 

○組入資産の明細 (2023年２月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本株式マザーファンド 97,904 86,738 404,524 

日本短期債券マザーファンド 229,115 212,257 237,622 

日本債券マザーファンド 1,006,816 977,465 1,383,895 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2023年２月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本株式マザーファンド 404,524 19.8 

日本短期債券マザーファンド 237,622 11.6 

日本債券マザーファンド 1,383,895 67.7 

コール・ローン等、その他 18,892 0.9 

投資信託財産総額 2,044,933 100.0 
 
 
 

  

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ 国内バランス２０

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年２月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,044,933,489   

 コール・ローン等 17,885,880   

 日本株式マザーファンド(評価額) 404,524,268   

 日本短期債券マザーファンド(評価額) 237,622,131   

 日本債券マザーファンド(評価額) 1,383,895,432   

 未収入金 1,005,778   

(B) 負債 16,252,416   

 未払解約金 3,661,794   

 未払信託報酬 12,560,986   

 未払利息 5   

 その他未払費用 29,631   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,028,681,073   

 元本 1,940,576,665   

 次期繰越損益金 88,104,408   

(D) 受益権総口数 1,940,576,665口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,454円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 2,028,158,409円 

期中追加設定元本額 205,219,818円 

期中一部解約元本額 292,801,562円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0454円です。 

○損益の状況 (2022年３月１日～2023年２月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      3,665   

 受取利息 27   

 支払利息 △      3,692   

(B) 有価証券売買損益 △ 25,023,125   

 売買益 30,606,955   

 売買損 △ 55,630,080   

(C) 信託報酬等 △ 25,536,544   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 50,563,334   

(E) 前期繰越損益金 98,535,099   

(F) 追加信託差損益金 40,132,643   

 (配当等相当額) (  222,333,386)  

 (売買損益相当額) (△182,200,743)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 88,104,408   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 88,104,408   

 追加信託差損益金 40,132,643   

 (配当等相当額) (  222,491,578)  

 (売買損益相当額) (△182,358,935)  

 分配準備積立金 131,758,923   

 繰越損益金 △ 83,787,158   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2022年３月１日～ 
2023年２月27日 

費用控除後の配当等収益額 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 222,491,578円 

分配準備積立金額 131,758,923円 

当ファンドの分配対象収益額 354,250,501円 

１万口当たり収益分配対象額 1,825円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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